§パラメータ表示と陰関数
具体例としてはconchoid曲線が挙げられていた。これを表す陰関数は
(y－a)²(x²＋y²)＝b²y²(気になる人は以下のURLでウィキペディアに行けます。http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B3%E3%83%B3%E3%82%B3%E3%82%A4%E3%83%89)
他にこの章でやっていたことはパラメータ表示の微分だけど、高校でやっているはずなので省略。
§2階導関数
f´(x)＝0となる点を停留点とよぶ。あとはf″(x)の正負によるグラフの凹凸。特に真新しいことはない。
§テイラー級数
牛腸さんのプリントのテイラー展開についての部分を確認して。
テイラー級数とテイラー展開は同じものと考えてよい。
§包絡線
与えられた曲線族が通る点全体の領域の境界線。
2変数関数であるとするy{たとえばy＝y(a、x)}において　を満たすことが条件。
例えばという数式があるとする。 であり、
　のときx=a²．　　よってa=  これをもとの式に代入すると
  が得られ、これがもとの式の包絡線。気になる人は以下のURLでウィキペディアに行けます。
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8C%85%E7%B5%A1%E7%B7%9A
§曲線の曲率
以前にupしたシケプリを参照してください。
導出方法は法線の式 を微分して　となるy－f(a)を求め、r²＝ρ²=(x－a)²＋(y－f(a))²　より求める。
§積分
高校範囲外のものは 、 (Cは積分定数。)
あと曲線の長さを表す式は　孤長＝ 。

§置換積分法
ある程度は高校範囲内なので、省略。新出なものは、
a>0において で出せることぐらい。
　の場合はx＋b＝zとして置換積分をしたのちに、上の公式をつかう。
§部分積分法
新出なものは、
　ぐらいだと思う。

　をハイパボリックサイン、　をハイパボリックコサインという。それぞれの逆関数は と書く。
　　を満たす。
また、　、　 　を満たす。(気になる人は下記URLでウィキペディアに行ってください。http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8F%8C%E6%9B%B2%E7%B7%9A%E9%96%A2%E6%95%B0)
§積分の漸化式
やったのは、  と
となることぐらい。
ここでInの積分区間を、nが偶数のとき、
Nが奇数のとき、In=　　となる。
§初等積分可能な関数
定理として、有利関数(P(x)、Q(x)ともに多項式としてとして表せる関数)は初等積分可能(存在するだけで、表現できるとは限らない)である、という定理がある。内容的に大事そうなのは　　という形にしてから積分計算をすればいい、ってことぐらいだと思う。
